
主権者教育推進への取り組み
　市議会では学校が実施する主権者教育に対し協力する取り組
みを行っています。
　11月30日に市立上山中学校（３年生２クラス）からの依頼を
受け、永井武弘議長および議員７人が学校を訪問しました。
　今回は市議会における合意形成の在り方について理解しても
らうため、生徒の皆さんから参加いただき、交通事故防止をテー
マにした模擬市議会のロールプレイングを実施しました。
　終了後のアンケートでは「賛成と反対のどちらとも納得する
意見で、質疑は聞いていて楽しかった」「市議会や議員に対して
親近感が湧いた」という感想を頂きました。

市
内
各
土
地
改
良
区
の
要
望
へ
の
対
応
と

　

白
根
水
道
町
ポ
ン
プ
場
を
避
難
場
所
に

内
山　

則
男

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

市
内
の
各
土
地
改
良
区
か
ら
求
め

ら
れ
て
い
る
都
市
排
水
維
持
費
に
係
る

行
政
負
担
金
是
正
の
早
期
改
善
の
主
張

は
合
理
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
抜
本
的

な
見
直
し
協
議
を
行
い
、
早
期
の
解
決

を
図
る
べ
き
で
は
。

　
　

負
担
金
の
算
定
方
法
は
各
土
地
改

良
区
と
協
議
の
上
、
協
定
書
に
よ
り
定

め
ら
れ
て
い
る
。
一
律
に
見
直
す
こ
と

は
難
し
い
が
、
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
協
議
し
適
正
化
に
努
め
て
い
く
。

 　
　

豪
雨
時
に
緊
急
の
避
難
指
示
が
発

令
さ
れ
た
場
合
、
白
根
水
道
町
の
新
設

ポ
ン
プ
場
周
辺
住
民
の
避
難
場
所
は
、

国
道
８
号
や
バ
イ
パ
ス
を
横
断
し
た
白

根
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。
高
齢
者
な
ど
移
動
が
困
難
な

地
域
住
民
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
ポ

ン
プ
場
を
事
前
に
設
定
で
き
な
い
か
。

平成30年度供用開始予定の白根水道町ポンプ場
（完成予想図）　　　　　　　　　　　　　　　

　
　

ポ
ン
プ
場
建
屋
内
で
一
時
避
難
可

能
な
ス
ペ
ー
ス
確
保
が
難
し
い
中
、
設

備
が
な
い
一
部
エ
リ
ア
を
一
時
避
難
場

所
に
利
用
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

上
所
地
区
の
新
駅
構
想
と

 

ご
み
屋
敷
に
対
す
る
支
援
策

山
際　

務
（
民
主
に
い
が
た
）

 　
　

上
所
地
区
に
新
駅
を
設
置
す
る
場

合
は
請
願
駅
と
な
る
た
め
、
本
市
に
も

大
き
な
負
担
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、

居
住
者
に
と
っ
て
は
資
産
価
値
が
向
上

し
、
ひ
い
て
は
税
収
増
加
が
期
待
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
将
来
的
に
見

た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
伺
う
。

　
　

周
辺
市
街
地
や
学
校
な
ど
の
利
便

性
向
上
は
も
と
よ
り
、
新
潟
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
て
機
能
し
、

本
市
の
さ
ら
な
る
拠
点
性
の
向
上
に
も

寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 　
　

近
年
、
家
屋
内
外
に
大
量
の
ご
み

を
た
め
る
、
い
わ
ゆ
る
、
ご
み
屋
敷
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
悪
臭
や
害
虫
の

発
生
が
心
配
さ
れ
、
火
災
の
発
生
源
に

も
な
り
か
ね
ず
対
応
が
急
が
れ
る
。
ご

み
屋
敷
に
対
す
る
支
援
策
と
し
て
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　

平
成
19
年
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
各
区
社
会
福

祉
協
議
会
に
配
置
し
、
専
門
機
関
や
地

域
住
民
と
連
携
し
解
決
へ
導
い
て
い
る
。

古
町
地
区
の
現
状
認
識
と

 

活
性
化
に
向
け
た
具
体
策

深
谷　

成
信

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

 　
　

他
の
多
く
の
県
庁
所
在
地
や
政
令

市
は
、
将
来
に
備
え
基
金
を
積
み
増
し

し
な
が
ら
も
産
業
集
積
を
図
り
最
高
路

線
価
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
が
、
本
市
は

そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
。
本
市
の

拠
点
化
と
古
町
地
区
な
ど
の
ま
ち
な
か

活
性
化
の
現
状
に
つ
い
て
自
己
評
価
は
。

　
　

政
令
市
と
な
り
10
年
が
経
ち
拠
点

化
の
分
野
だ
け
は
合
格
点
に
達
し
て
い

な
い
。
古
町
地
区
活
性
化
は
、
中
央
区

役
所
移
転
な
ど
都
市
機
能
回
帰
を
起
爆

剤
に
、
地
元
主
体
の
取
り
組
み
と
一
緒

に
な
り
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
努
め
る
。

 　
　

古
町
地
区
で
実
施
さ
れ
る
事
業
の

補
助
率
や
補
助
額
を
か
さ
上
げ
し
、
店

舗
の
出
店
や
規
模
の
拡
張
、
改
修
工
事

な
ど
を
促
進
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
創

業
支
援
と
し
て
制
度
融
資
の
ゼ
ロ
金
利

や
県
保
証
協
会
保
証
料
の
全
額
負
担
な

ど
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　

商
店
街
活
性
化
の
取
り
組
み
へ
補

助
率
の
か
さ
上
げ
な
ど
を
行
い
、
各
種

メ
ニ
ュ
ー
で
創
業
も
支
援
し
て
い
る
。

公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
圏
域
と

　

ま
ち
づ
く
り
、
公
共
交
通
の
一
体
性

山
田　

洋
子

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

バ
ス
利
用
者
減
少
に
よ
る
減
便
の

負
の
連
鎖
を
止
め
る
た
め
人
口
の
約
３

割
を
占
め
る
お
年
寄
り
の
公
共
交
通
へ

の
取
り
込
み
は
重
要
で
、
特
に
利
便
性

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
公
共
交
通
機

関
の
徒
歩
圏
の
設
定
や
バ
ス
停
の
上
屋

の
整
備
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
圏
域
は
、
鉄

道
駅
で
半
径
５
０
０
メ
ー
ト
ル
、
バ
ス

停
で
半
径
３
０
０
メ
ー
ト
ル
と
し
て
い

る
。
上
屋
の
整
備
も
進
め
、
バ
ス
利
用

環
境
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

 　
　

沼
垂
テ
ラ
ス
商
店
街
で
は
、
駐
車

場
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
時
バ
ス

が
通
ら
な
く
な
り
、
人
々
が
車
で
し
か

来
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

古
町
や
本
町
も
同
様
に
、
ま
ち
づ
く
り

と
公
共
交
通
の
政
策
に
一
体
性
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　

ま
ち
が
発
展
す
る
基
盤
施
設
と
な

る
交
通
体
系
と
、
そ
の
最
大
限
の
効
果

を
引
き
出
す
ま
ち
づ
く
り
の
デ
ザ
イ
ン

が
、
共
に
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

給
食
費
の
無
償
化
と

 

ネ
ッ
ト
い
じ
め
対
策
の
強
化

佐
藤　

誠
（
新
潟
市
公
明
党
）

 　
　

給
食
費
の
無
償
化
は
ま
さ
に
家
計

の
負
担
軽
減
だ
け
で
な
く
教
員
の
業
務

負
担
の
軽
減
に
も
な
る
。
す
で
に
２
０

１
６
年
度
ま
で
に
約
60
自
治
体
が
独
自

に
実
施
し
て
い
る
が
、
給
食
費
の
無
償

化
に
対
す
る
所
見
を
伺
う
。

　
　

給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
す
る
に

は
多
額
の
経
費
が
か
か
り
、
市
単
独
で

は
困
難
で
あ
る
た
め
、
国
に
強
く
働
き

掛
け
て
い
き
た
い
。（
教
育
長
）

 　
　

本
市
で
も
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
件
数

が
増
加
し
て
い
る
が
、
他
自
治
体
で
は

匿
名
で
い
じ
め
を
通
報
で
き
る
ア
プ
リ

を
市
立
中
学
校
の
全
生
徒
に
無
償
で
提

供
し
て
い
る
事
例
や
、
中
学
生
・
高
校

生
を
対
象
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
い
じ
め
相
談

事
業
を
試
行
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

本
市
で
も
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

実
際
に
取
り
組
む
際
に
は
個
人
情

報
や
担
当
職
員
の
配
置
な
ど
の
課
題
が

あ
る
た
め
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。（
教
育
長
）

修
学
旅
行
は
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
と

 

国
道
４
０
３
号
の
４
車
線
化

青
野　

寛
一

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

 　
　

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
は
、
滝
桜
で
有

名
な
福
島
県
三
春
町
の
環
境
創
造
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
。
科
学
技
術
の
粋
を
集
め

た
世
界
で
二
つ
し
か
な
い
、
上
下
左
右

ど
こ
を
見
て
も
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
像
が

映
る
、
３
６
０
度
全
方
位
型
の
球
体
画

面
の
シ
ア
タ
ー
を
備
え
た
施
設
で
あ
る
。

小
・
中
学
生
に
と
っ
て
計
り
知
れ
な
い

科
学
教
育
と
な
る
た
め
、
修
学
旅
行
な

ど
で
ぜ
ひ
見
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

修
学
旅
行
は
、
各
学
校
が
教
育
活

動
と
の
関
連
や
保
護
者
の
意
向
を
踏
ま

え
て
決
定
し
て
い
る
た
め
、
教
育
委
員

会
で
は
行
き
先
を
決
め
ら
れ
な
い
が
、

校
長
会
な
ど
を
通
し
て
紹
介
し
て
い
く
。

（
教
育
長
）

 　
　

国
道
４
０
３
号
は
、
若
者
な
ど
の

通
勤
、
三
条
・
燕
と
新
潟
の
産
業
基
盤

を
結
ぶ
重
要
な
道
路
で
、
そ
の
４
車
線

化
は
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

小
須
戸
田
上
バ
イ
パ
ス
や
新
潟
中

央
環
状
道
路
の
供
用
後
の
交
通
流
動
や

財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
４
車
線
化

に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

コ
メ
の
直
接
支
払
交
付
金
廃
止
の
影
響
と

 

水
と
土
の
芸
術
祭
へ
の
負
担
減
額

倉
茂　

政
樹

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

平
成
30
年
産
以
降
、
コ
メ
の
直
接

支
払
交
付
金
の
廃
止
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
本
市
の
農
家
に
約
10
億
円
の
交
付

金
が
入
ら
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
農

家
だ
け
で
な
く
、
地
域
循
環
型
経
済
に

と
っ
て
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に
な
る
と

考
え
る
が
認
識
を
伺
う
。

　
　

地
域
経
済
に
少
な
か
ら
ず
影
響
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
国
の
支
援
を
活
用

し
つ
つ
、
県
と
協
力
し
て
高
収
益
作
物

の
導
入
な
ど
に
よ
り
農
業
所
得
を
確
保

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

 　
　

平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い

て
、
１
１
９
億
円
の
財
源
が
不
足
す
る

と
い
い
、
ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ
ュ
ル
ネ
は

財
政
問
題
も
含
め
て
休
止
と
な
っ
た
が
、

水
と
土
の
芸
術
祭
２
０
１
８
へ
の
２
億

５
千
万
円
の
市
の
負
担
も
見
直
し
、
大

幅
に
減
額
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

補
助
金
や
助
成
・
協
賛
金
な
ど
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
各
種
販
売
収
入

の
増
額
に
努
め
、
市
の
負
担
割
合
縮
減

に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※主権者教育
　地域の課題解決を自分の問題と捉え、他者と協働しながら、主体的
に担う力を身に付けさせることを目的とする教育

にいがた市議会だより 4平成30年（2018年）１月28日

●本会議での発言などを記録した『会議録』を市政情報室（市役所本館１階）および市立図書館に備えてありますのでご利用ください。


